
第 10 回もも脳ネット コアメンバー会議 議事録 
 
日時：平成 24 年 2 月 9(木)19：00～20：00 
場所：岡山赤十字病院 4 階 センター棟研修室 
 
出席者：岡山医療センター(島谷 Ns、吉田 MSW) 

岡山旭東病院(野間 OT、片岡 PT) 
岡山労災病院(片山 Dr、中野 PT) 
岡山赤十字病院(岩永 Dr、片岡 Dr、徳永 Ns、井並Ns、山田 Ns、三宅 Ns、内藤 MSW、

石原 MSW、中村 MSW、梶谷 MSW) 
岡山リハビリテーション病院(井上Ns、秀安 Ns) 
岡山中央奉還町病院(山本 MSW) 
備前保健所(井上保健師) 
 
＜在宅パス＞ 
岡山市歯科医師会(角谷Dr、熊代 Dr) 
 

計 8 施設 22 名（敬省略・順不同） 
医療関係：7 施設 20 名 
在宅パス：1 施設 2 名 

 
 

1.県民フォーラム・その他委託事業について 
(1)県民フォーラム(岡山旭東病院：野間 OT ) 
・来場者数は約 500 名 
・来場者分のアンケートはほぼ集計済み、運営スタッフ分のアンケートは集計中 
・3 月 7 日の運用会議にてアンケート結果を含め映像を交えたフォーラムの報告、その他

ホームページでも公開予定 
・反省点としては、開催時期 
→寒さの厳しい 1 月に開催することが妥当かどうか、時期を早める等、フォーラム 2 回分

の反省点をまとめ次回に繋げる必要がある 
(2)普及啓発チラシ(医療センター：吉田 MSW) 
原稿を作成し、備前保健所にて内容を確認している段階 

(3)もも脳ネット登録一覧パンフレット(医療センター：吉田 MSW) 
印刷会社に原稿作成を依頼し、2 月中に出来上がった原稿を各医療機関で確認してもう予

定(間に合わない場合は医療センターで確認する) 
→完成した原稿は今年度中に県に提出し、各医療機関には電子ファイルとして配布予定 



2.在宅パスについて 
(1)岡大サーバーを用いたパス試験運用について(岡山赤十字病院：岩永 Dr) 
・現在日赤と光南病院とで岡大サーバーを利用してのパスの試験運用をしている 
≪メリット≫ 
・CD を焼く等事務的な手間が省ける 
・セキュリティで保護されている 
≪デメリット≫ 
・1 つのパスの閲覧ができると他のパスの閲覧もできてしまうため、サーバーの利用がで

きる人ならパス内容の閲覧・引用ができてしまう 
→パスごとでのセキュリティーが必要と判断し、富士通へ対応を依頼している 

・患者、家族への説明、同意 
→日赤では倫理委員会を通し、同意書を取っていく予定 

【意見交換】 
・オーバービューパスのような紙もサーバーでの運用になるのか 
→現時点ではオーバービューパスはサーバーでの運用はしない予定。基本的には CD に

焼いている部分のみ 
・平成 24 年 12 月までに 1 件のサーバーに絞りたいという話は進んでいるのか 
→決まっていない 

 
(2)現在の医療者用パスと在宅パスの統合について(岡山赤十字病院：片岡 Dr) 
・岡山県介護支援専門員協会 堀部CM より光南病院 西崎Dr へ統合を検討してもらいた

いとの申し出があった 
・統合は技術的に可能だが、患者の性格や家族関係など医療情報以外の個人情報も統合し

てしまうのは倫理的に問題ないかと技術者から疑義照会があった 
・ケアマネジャーは契約をする際に患者、家族から個人情報について同意を得ているので

問題ないとの認識 
→それらを含めワーキンググループを作って検討していきたい 
【意見交換】 
・方向性としては現在の運用方法や在宅へ重点をおいた診療報酬の改定もあるので統合の

方向で検討していく必要があるのではないか 
 

3.部門担当者について(岡山赤十字病院：岩永 Dr) 
・全体統括：【日赤】片岡 Dr、岩永Dr、【医療センター】大森 Dr、塩田Dr、 

【光南】西崎 Dr 
・システム担当：【竜操】宮城 SE、【日赤】小幡 PT、【日本原荘】高橋 CM 

・リハビリテーション担当：【旭東】片岡 PT 
・算定担当：検討中(急性期・回復期・在宅の 3 人体制で検討) 



・嚥下、NST 担当：【日赤】川﨑 ST 他 
・看護師担当：【医療センター】鳥越 Ns 他 
・MSW 担当：【日赤】内藤 MSW、【光南】齋藤MSW 
→算定担当者は現在依頼中、決定後インターネットに各部門担当者を掲載する 
 

4.もも脳ネット運用会議と岡山地域医療連携推進委員会研修会との合同開催について 
 (備前保健所：井上保健師) 

・次回運用会議：3 月 7 日(水)  会場：ピュアリティまきび  先着 300 名 
・コーディネーター：岡山光南病院 西崎 Dr 
・内容：パス運用状況とフォーラムの報告、医療連携の状況、在宅パス運用状況 
・目的：岡山地域での医療連携の状況を知ってもらう 
・対象者：岡山地域の医師、歯科医師、看護師、栄養士など医療関係スタッフ、もも脳ネ

ット運用スタッフ 
→本日メーリングリストで詳細を配信しているので確認の上、FAX にて申し込みをしても

らいたい 
 

5.その他 
(1)幹事病院は年度ごとの区切りになるのか？選定はいつ頃行うのか？ 

・次年度の委託があり、予算がつくかどうか決定した上で選定したい 
・県としては、次年度の幹事病院を決定してもらい、活動内容を挙げてもらったものに

対して予算をつけたい 
・活動としては、県民フォーラムはできれば次年度も行うものとして、普及啓発チラシ

やパンフレットは作成段階で配布には至っておらず、計画倒れにならないよう次年度

も継続して必要な活動になる 
・次年度の幹事病院や活動内容については過去 2 年分のフォーラムのアンケート結果や

活動内容、反省点をもとに検討していく 
(2)次回コアメンバー会議日程 

・平成 24 年 5 月頃開催予定 於：岡山医療センター 
・日程調整後メールにて連絡する 
 
 
 

(書記：梶谷) 


